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This paper reports our research agenda on cultural differences in expressing and perceiving self-adaptors of virtual agents. 

There are culturally-defined preferences in self-adaptors and other bodily expressions, and allowance level of expressing such 

non-verbal behavior are culture-dependent. We are conducting a web experiment to evaluate the impression and allowance of 

Japanese culture specific self-adaptors performed by virtual agents by members of other cultures.   

1. はじめに 

人同士と同様に，擬人化エージェントと人とのインタラクション

においても，バーバルコミュニケーション能力とノンバーバルコミ

ュニケーション能力が必要とされている[1]．本研究では，ノンバ

ーバル行動の中の身体操作に着目する．身体操作とは「頭を

掻く」のように身体のある部分を使って他の部分に何かをする動

作のことであり，一般に人前ではタブーとされる動作が多いが，

くつろいでいる場合にもよく行われる[2]．先行研究では，身体

操作を実装したことにより，エージェントに対する親近性の低下

を防ぐ効果が示されてきた[3]．しかし，これまでの先行研究は

日本人のみに行われてきたが， ジェスチャの種類やジェスチャ

の表出行動は文化で異なるとされている[4]．ジェスチャの種類

及び表出行動に文化差があるのであれば，身体操作の種類及

び表出行動にも文化差があると考えられる．異文化コミュニケー

ションにおいては，このような身体操作の文化差を考慮する必

要があると考える．そこで本研究では，身体操作の種類及び表

出行動に文化差が存在すれば，身体操作を表出されることに

対する印象にも文化差が存在すると考え，「日本人の身体操作

を行うエージェントに対する印象評価では，親近感及び知性な

どに関したエージェントの見かけに対する印象が，外国人よりも

日本人の方が高くなる」と仮説を立て実験を行う． 

2. 実験 

日本人に見られる身体操作を行うエージェントが，パスタの起

源などに関した雑学について話す 1 分程度の動画を 3 種類見

てもらい，その都度アンケートに回答する評価実験を Web 実験

により行う．このとき実験参加者には，雑学を教える e-ラーニン

グの教師エージェントに対する信頼度評価であると教示した．

日本人に見られる身体操作として先行研究で実装された「くつ

ろぎの身体操作 [3]」，「神経質な身体操作 [5]」の接触箇所の

異なる 3 種類ずつと，統制条件として「ビートジェスチャ」をエー

ジェントに実装した．各身体操作の例を図 1,2,3 に示す．対話

内容は 3 種類で，動画の提示順，対話内容と身体操作の組み

合わせはランダムとした．実験参加者は，20～40 代の日本人

29名と 10代～50代の外国人 15名である．実験条件は被験者

要因(2 水準)と身体操作要因(3 水準)で行う．アンケートでは，

エージェントの見かけ，振る舞い，話に関する印象と，エージェ

ントが行った身体操作に対する受容度を評価する． 
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図 1. くつろぎの身体操作 

 

 

図 2. 神経質な身体操作 

 

 

図 3. ビートジェスチャ 

3. 仮説の検証 

図 4,5,6に示すように，くつろぎの身体操作を表出された場合，

外国人よりも日本人の方が，エージェントの見かけに関する印

象が高くなる傾向がみられた．しかし，神経質な身体操作を表

出された際には，日本人よりも外国人の方がエージェントの見

かけに関する印象が高かった．そのため，「日本人の身体操作

を行うエージェントに対する印象評価では，親近感及び知性な

どに関したエージェントの見かけに対する印象が，外国人よりも

日本人の方が高くなる」とした仮説は，くつろぎの身体操作が表

出された際にのみ一部支持される結果となった． 

 

 

図 4. エージェントに対する親近感に関する印象の結果 



 

- 2 - 

 

図 5. エージェントの見かけの知性に関する印象の結果 

 

図 6. エージェントの見かけの精神安定度に関する印象の結果 

 

くつろぎの身体操作を表出した際，図 7 に示すように，外国

人の動きの自然さに関する印象が日本人よりも有意(p<0.05)に

低かった．このことから，ジェスチャ同様に，身体操作にも速さや

表出時間などに文化差が存在し,それが要因の一つとなって見

かけの印象の低下に繋がったと考える． 

 

 

図 7. エージェントの動きの自然さに関する印象の結果 

  

図 8,9,10 に示すように，日本人の神経質な身体操作に対す

る受容度及び妥当性は，他の身体操作と比べて有意(p<0.05)

に低かった．先行研究では，シリアスな対話において，身体操

作があることで親しみやすさや見かけの人間らしさが低下するこ

とが示唆されている[5]．このことから，日本人は教師エージェン

トが神経質な身体操作を表出することが妥当でないと考えたた

め，受容度及び表出されることに対する印象が低下したと考え

られる．対して外国人は，身体操作の種類によってエージェント

に対する印象を変化させなかった．この理由として，文化差のあ

るジェスチャが，異文化の人間に意味が通じないように，身体操

作も文化差によって違い，外国人には本研究で用いた身体操

作の種類が認知されなかったことが要因の一つと考えられる．

その結果，身体操作の種類を認知した日本人のみが，神経質

な身体操作を表出された際に印象を大きく低下させ，外国人よ

りもエージェントの見かけに対する印象が低くなったと考えられ

る． 

 

 

 

図 8. エージェントの振る舞いの妥当性に関する印象の結果 

 

図 9. 身体操作に対する被験者自身の受容度の結果 

 

図 10. 身体操作を公共の場で行うことに対する受容度の結果 

 

4. おわりに 

本研究では，日本人にみられる身体操作を表出するエージ

ェントを評価した際，日本人は表出する身体操作の種類を正し

く認知したが，外国人は種類を正しく認知できず，印象を変化さ

せなかったことが示された．今後，エージェントによる異文化コミ

ュニケーションにおいては，身体操作を対話相手の文化に適応

させることで，エージェントに対する印象の低下を防げると考え

る． 
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